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1．　はじめに
毎年9月上旬～10月中旬に見られる稲わらの焼却は視程低下による交通障害や人への不快感をもた
らし社会的問題となっている。これは近年、自脱型コンバインの普及にともない、稲わらの効果的利
用、活用がなされず、圃場において焼却されてしまうことが多いためである。本報文においては、主
に昭和54年9月に本県潟東村における調査の結果およびこれまでに報告されている調査結果から稲わ
ら焼却にともなう大気汚染の特徴を簡単に述べてみたいと思う。
2．気象条件について
いわゆる“稲わらスモッグ≧きの出現は気象状況に大きく左右される。雨天においては刈りとり作業
もすすまず、また稲わらもぬれているから焼却は行われず、従ってスモッグの出現もない。風の強い
日も汚染物質は拡散させられ、問題となるほどの濃度とはならない。スモッグの出現しやすい日は、
秋の移動性高気圧が本邦をおおい、晴天が続き、等圧線の間隔も広く風の弱い日である。こうした日
は農作業もすすみ．また、放射冷却による接地逆転層も形成される。秋田県の調査によれば、10月が
もっとも逆転層が形成されやすいという1縮わらの焼却は午後3時頃から始まり、逆転層力・形成され
てくる時間帯と焼却の時間帯が一致することとなる。焼却にともなう汚染物質は逆転層をつきぬけて
上空へ拡散することができず、スモッグの出現となる。汚染物質濃度は16時頃から上昇をはじめ、20
～24時頃にピークとなり、稲わらの焼却の終了と汚染物質の水平拡散とともに低減化する。都市部に
P　おいては、水平拡散により汚染物質が流入することによりスモッグにおおわれることとなる。図一1に
は、新潟地方が稲わらスモッグにおおわれた昭和54年9月13日前後の15時における天気図を示し、図一
2には稲わらスモッグの指標として潟東中学校における9月8日～18日の光散乱法による浮遊粉じん
の測定値の日平均値を示した。なお、9月13日は1，000μg血3を超えた日が2時間あったが、平均値算
出にあたってはこれを1，000μg痛3として計算している。天気図を見ると、高濃度となった9月13日は、
高気圧が東方海上に去りつつあるが、これはこれまで指摘されてきたことと一致する。天気図上で高
気圧が去りつつあるということは、それまで晴天が続き、稲刈りもすすんでおり、また、稲わらも乾
燥しているが、翌日は雨になりやすく、焼却が一せいに行われ、しかも風が弱いなど前述の気象条件
と重なり合いスモッグ出現となるわけである。
3．　スモッグ出現時の各種汚染物質濃度の特徴
3－1　浮遊粉じん
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稲わらの焼却の影響は浮遊粉じん（光散乱法）濃度に端的に現われる。図一3Aには潟東村における
昭和54年9月13日の光散乱法による浮遊粉じんの測定値の経時変化を示した。わら焼のないときのこ
の地方の浮遊粉じん濃度は約鉛μ即㎡であるが、ピーク時には1，000μg耐を超える濃度となっている。
ピークとなる時間帯は稲わらの焼却状況と気象条件により異なるものと考えられる。
3－2　二酸化硫黄
図一2Bに前述の9月13日の二酸化硫黄の経時変化を示したが、ピークは浮遊粉じんよりも早く19時
となっている．他の報盛も稲わらの焼却の影響は二酸化硫黄にも現われるとされてし、るが、図から
わかるように最高でも1時間値は31．5ppbであり、わら焼の影響は否定できないものの、環境規準値
（1時間値100ppb）と比較してもそれほどの高値とはならない。
3－3　一酸化炭素
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3）浮遊粉じんと共にわら焼による影響の大きな成分として知られており、図3Cに示した経時変化で
も浮遊粉じんと同様な変化を示している。13日め最高値は5．6ppmで、この地方の一酸化炭素濃度の
通常値は0．6ppm程度であることからピーク時にはこの約10倍にも達した。ただ、環境規準値と比較
かに低い。
3－4　窒素酸化物
稲わらの焼却による影響は、夕方に多くなる自動車の影響と区別できないとし・う報幽あり、潟東
村での調査においても一酸化窒素の日平均値の最高は9月13日でなく9月12日であっだし、またその
ピークも18時であった。付近には北陸自動車道があり、わら焼のない日においても17時～19時頃高値
を示すことがあるので高速道路を走る車の影響と考えられた。13日の一酸化窒素濃度はわら焼のない
ときの変動範囲内であった。一方、二酸化窒素では、13日の日平均値はわら焼のなかった日より高値
を示し、図3Eに示したように19時が58　ppbと最高であった。この値はわら焼のなかった日よりは高
く、その影響は否定できないものの、わら焼のない日でも夕方高値となることがあり、自動車排ガス
とわら焼のどちらの影響が大きいか判別はむずかしく今後の検討が必要である。いずれにしても窒素
酸化物濃度はスモッグ時においても浮遊粉じんほど高値は示さない。
3－5　炭化水素
青森県での自動齪鑓による測定結購1ま、通常2ppm以下で安定し膿度の全炭イヒ水素は稲わ
らの焼却がはじまると上昇し、最高7ppmとなったと報告されている。
3－6　オキシダント
山形県4k森盛畿が行われ、講田な記述はないが、わら焼の影響は、」、さいと報告されている。
3－7　浮遊粉じんの成分分析
浮遊粉じんは前述したように稲わらの焼却時にはきわめて高濃度になり、その成分については興味
あるところである。成分分析に関する報告も若干見られるが詳しくは調べられていない。ただ、その
発生状況から有機成分の多いことは当然予想され、実際ベンゼン可溶性成分の多いことが報告されて
　　2）．5）いる　　。
潟東村における調査結果のうち、わら焼のなかった9月7日～8日のデータとスモッグ発生となっ
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置10．2倍、ベンゾa）ピレン30倍以上とこうした物質が高値を示した。苓かでも灰化減量が高いことは、
占一
L機成分が多く含まれることを示し、浮遊粉じん中に占める割合でも75％を占めておりわら焼による
垂一??ﾌ特徴の一つといえよう。また、硝酸イオン、鉄、カドミウム、マンガンもやや高く、それぞれ
4．9、4．2、5．2倍であったが、銅、ニッケル、コバルトなどは1に近い値であった。なお、この調査
では、試料採取を24時間行っており、わら焼の影響の大きな時間帯（たとえば16時～24時）にのみ行
えば、さらに高値となると考えられる。
次に各成分間の相関性では、浮遊粉じん濃度と相関性の高い物質は灰化減量、鉄、カドミウム、マ
ンガン、ベン凶a）ピレンであり、粉じん濃度、灰化減量、硝酸イオン、カドミウム、ベンゾa｝ピレン
は互に高い相関性があり、特徴の一つということができよう。こうした成分の特徴は新潟市曽和にお
ける調査結範＿致している。
ペンゾa）ピレン濃度について若干考察すれば、今回の測定で得られた最高値は5．1珍㎡であり、昭和
52年に新潟市山の下地区で行われた環境大気調査での測定値（最高4．2駐面3、最低α45斬3、平均2．4
励㎡）と比較して最高値でやや上まわる程度で大差ない値ということができよう。前述したように灰
化減量値は大きく、それにもかかわらず、他の多環芳香族炭化水素と相関性が高いといわれるベンゾ
（a｝ピレン濃度が高くないことは、これらの炭化水素よりも脂肪族炭化水素成分あるいは、水溶性有
機成分が多いのではないかと推定され、今後の検討課題である。
最後に、浮遊粉じんの粒径分布について1ますで｝晴森県で議報告されており2＞5！α65～21㎝の比
較的粒径の小さい成分が過半数を占めることが知られているが、これはおそらく燃焼にともなう粉じ
んの生成のためと考えられる。
4．おわりに
稲わら焼却にともなう大気汚染に関しては意外に調査はすすんでおらず、スモッグ出現時の眼を刺
激するガス成分が何であり、どういうガス成分が多いかなど不明の点が多い。また、前にも述べたよ
うに、浮遊粉じんについてもその有機成分にどういう化合物が多いかなど今後の検討を要するところ
である。
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図一1　昭和54年9月11日～15日の天気図
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図一3　潟東村における9月13日の汚染物質の経時変化
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表一1　稲わら焼却のあった日（13～14日）となかった日（7日～8日）の浮遊粉じん中の各成分濃度の比較
浮遊粉 灰化 硫酸 硝酸 カドミ ベンゾじ　ん 鉄 鉛 銅 ニッケル 亜鉛 マンガン コノWト （a｝濃度 減量 イオン イオン ウ　ム ピレン
7日～8日
@｛A）
iPtgr㎡）
35 19 2．8 0．870．430，0330．130．00620．150．00140，031〈0．002＜0．17
13日～14日　一u一 一
（B｝ 258 193 7．0 4．3 1．8 0．11 0．170．00620．480．0061’0．16；〈0，0025．1
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